
　防災教育を基軸として、子どもたちの社会性を伸長させ
ようと取り組んできた「12歳教育推進事業」。その総括と
もいえる「第３回子ども防災サミット」が、２月９日(金)に
総合文化会館で開催されました。
　その模様と、これまでの取り組みについて紹介します。

【写真解説】
[Ａ] 第３回子ども防災サミット
　　 パネルディスカッションで壇上に勢ぞろいした代表
　　 児童60名。パネリスト４名による意見発表の後、会
　　 場を含めた全員での討議が行われました。

[Ｂ] 第１回子ども防災サミット
　　 初顔合わせとなった第１回サミットでは、代表児童
　　 １人ひとりが自己紹介を行いました。

【写真解説】
[Ｃ] 防災先進地研修
　　 阪神・淡路大震災で倒壊した道路を再現したモニュメ
　　 ントに目を見張る児童。（北淡町震災記念公園にて）

[Ｄ] 第２回子ども防災サミット
　　 防災先進地研修で感じたことを元に、地域で実践した
　　 活動を発表しました。

[Ａ][Ｂ][Ｃ][Ｄ]
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地域防災計画は「風水害等対策編」「震
災対策編」「資料編」の３編につづられ
ています。
これらについては、市のホームページで
公表しているほか、市庁舎本館危機管理
課と各総合支所総務課で閲覧できます。

▲「自分の命の大切さ」「地域とのつながりの大
　切さ」など、それぞれが防災学習などで学んだ
　ことを発表しました。（第３回子ども防災サミットにて）
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